
 

 

第１２回 岡山市公共交通網形成協議会 議事要旨 

 

日時：令和６年１２月２３日（月）９：３０～  

場所：岡山市役所本庁舎 ７階大会議室 

 

１．議事 

（１）これまでの経緯、最新の収支・利用状況について 

（２）実施計画・第１弾の取り組み状況について 

   １）支線の運行計画の検討 

   ２）トータルデザインの検討 

（３）運賃協議分科会の設置について 

（４）都心の運賃適正化について 

（５）計画の変更について 

（６）今後のスケジュールについて 

 

 

２．委員からの主な意見 

（１）これまでの経緯、最新の収支・利用状況について 

 意見等 

岡山 

電気軌道 

 地元紙のアンケートで、県民・市民の一番の心配事として、生活交通が維持で

きるかが５０％程度を占めており、我々事業者が大変苦しんでいることを県

民・市民の皆様方も大変心配してくださっていると思う。 

 生活交通は赤字が常態化しており、構造的な問題となっている。本質的な赤字

部分は、運賃改定だけでは乗り切れないと思うので、どのようにされていくの

かお伺いしたい。 

 乗務員不足が深刻となっている。岡山市には運転手確保のために３千万円強を

計画していただいて感謝しているが、乗務員の賃金・労働条件が他産業と比べ

て極めて低いことが問題。市営住宅の提供など乗務員の生活の支援を考えてい

ただけたらありがたい。 

 岡山は公共交通の利用率がかなり低いので、１．５倍ぐらいに上げていけるよ

うに、ぜひ岡山市が推進母体となって、利用促進を進めていただきたい。 

 定時性の確保が非常に難しい。バス優先レーンや優先信号などの取り組みをし

ていただいているが、もう一段ご努力をいただいて定時性の確保をしていただ

きたい。 

 通学定期は事業者だけが負担しているものなので、ハレカハーフの中に通学定

期も組み込んでいただきたい。神戸市は通学定期を無料にしているので、ハレ

カハーフを使って子供の育てやすい岡山市を作っていただきたい。 

 高齢者は運転免許を返納しないといけないが、我々事業者だけが負担するので

はなく、ハレカハーフの中に組み込んでいただいて、高齢者が安全に移動でき

るようにしていただきたい。 



 

 

両備ホール

ディングス 

 バス事業者としては、利用者目線で考えたときに、安全性と速達性を実現して

いきたい。特に市役所筋は渋滞により安全性の確保も難しい状況となっている。

利用者がもっと利用しやすくなるように、バス優先レーンや公共交通の利用促

進を進めていただきたい。速達性が上がれば運行経費も下がるので、人員不足

も改善できるのではないかと思う。 

 無料デーなど、公共交通を利用するきっかけを作っていただけたらありがたい。 

 利用者目線で改革をする必要があると思う。自社の車両のカラーにこだわるこ

とはないので、利用者にとって分かりやすくなるような仕組みづくりをしてい

ただきたい。 

岡山市 

 路線バス全体では３．６億円の赤字であり、厳しい状況だということは重々承

知している。需要の少ない周辺部の路線を公設民営とし、運行経費の最大６５％

を支援することで、我々の試算によると一定程度改善できる。また、中心部の

初乗り運賃は認可運賃よりかなり低く抑えられているので、適正化することで

さらに収支を改善できるのではないかと思う。 

 支線については普通２種免許での運転が可能なため、運転手不足の問題解決に

寄与できるのではないか。 

 免許返納者についても、高齢者はハレカハーフでバスに半額で乗れるので、ぜ

ひ使っていただきたい。 

 

（２）実施計画・第１弾の取組状況について 

障害者団体

連合会 

 支線の車両は車いすに対応しているのか。 

岡山市 
 小型車両（ポンチョ）は車いす対応となっており、乗用車（キャラバン等）も

一部、車いす対応の車両を導入予定。 

岡山 

電気軌道 

 支線の運行によって、空白地帯をどれだけカバーできるのか、どれだけ利用者

が増えるのかお聞きしたい。また、トータルデザインの心がけは素晴らしいと

思うが、今までＨａｒｅｃａという言葉を使ってきているので、ＳＨＩＦＴの

前にＨａｒｅｃａを入れてＨａｒｅｃａＳＨＩＦＴにするとより分かりやすい

のではないか。 

 バスは乗りにくいと利用者からよくお聞きする。路線ごとに分かりやすいデザ

インや表示になるよう工夫してもらいたい。 

岡山市 

 アクセス人口は約１．７万人増える見込み。岡山市ではデマンド型乗合タクシ

ーの取組も進めているので、空白地帯の解消に向かっている。 

 乗り換えなしに病院に行ける人口は５万人程度増加することを想定している。 

 ＳＨＩＦＴは取組全体を表すもので、ハレカはカードの名前であるため、変更

することは考えていない。 

障害者団体

連合会 

 運転手が減少しつつある中で、支線の運行がされるようになれば、病院や大型

商業施設へのアクセスが大変よくなり、ハレカカードも平等に使用できるよう

になるので、岡山市とバス事業者にはご協力をお願いしたい。 

 障害者の中には、外見ではわかりにくいが、障害のため周囲から誤解されるこ

とでトラブルが起き、公共交通の利用を控える方もいるので、そうならないよ

うに皆様のご協力をお願いしたい。 

 

 



 

 

（３）運賃協議分科会の設置について 

   ⇒意見なし 

 

（４）都心の運賃適正化について 

岡山県交通運

輸産業労働組

合協議会 

 民間の事業者が賃上げできるよう、物価高に応じた運賃の値上げをしていただ

きたい。 

岡山市連合

町内会 

 値上げによってどの程度赤字幅を解消できるか。 

岡山市 

 あくまで試算だが、１．７億円増収し、収支はＲ５の９１％から９５％まで改

善される見込み。運賃の値上げは利用者にとって負担増となり、良いことだと

は思わないが、路線の維持のために認可運賃まで戻すことはやむを得ない判断

だと思っている。 

 

（５）計画の変更について 

   ⇒意見なし 

 

（６）今後のスケジュールについて 

   ⇒意見なし 


